
　補正予算を可決
　委員会報告　新任あいさつ
　審議結果
　常任委員会の報告
　７議員が一般質問
　石畑いけばなサークル
　豊郷謡曲同好会

…………
…………
…………
…………
…………
…………

 2p 
 3p
 4p
 5p
8p
16p

９月定例会は

9月４日（金）
開催予定です

６月定例会

議会改革をめざし　新たな飛躍を

TOYOSATO ASSEMBLYとよさと



〇
6
月
定
例
会
を
6
月
5
日
か
ら
6
月
19
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

〇 

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
16
件
（
内
訳
は
、
専
決
処
分
７
件
、
条
例
6
件
、
補
正

予
算
2
件
、
そ
の
他
1
件
）
で
し
た
。

〇
一
般
質
問
は
6
月
9
日
、
7
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

〇 

6
月
定
例
会
最
終
日
（
6
月
19
日
）
条
例
改
正
な
ど
議
案
15
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

〇
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
3
件
で
し
た
。

一般会計補正予算 33,789千円を可決

一般会計補正予算 33,258千円を可決

６月
定例会

７月
臨時会

６月５日

～

６月19日

７月14日

【主な事業】

・ 一般コミュニティ助成事業（4,400千
円）・自主防災組織育成事業（1,600千円）
　 　各字のコミュニティ活動の推進に必要
な整備に対する補助金。一般コミュニティ
事業は上枝・八町で、自主防災組織育成
事業は安食西で実施予定。

・臨時福祉給付金（13,200千円）
　 　平成26年度と同様に低所得者を対象と
して給付金を支給する。申請期間は、8月
17日から11月16日を予定。

・ 四十九院砂山池揚水場改修（4,200千円）

・ 日栄小学校増改築に伴う設計監理委託料（21,638千円）
　 　児童数の増加による教室不足の解消のため、日栄小学
校の増改築事業を行う。

とよさと 議会だより ● 平成27年8月　No.62 2



　本年5月15日付で議会事務局長
を拝命いたしました。これまでの
行政側の事務者とは違った立場で

あることを自覚しながら、町民の皆様の暮らしに
直結する町議会の運営が円滑に進みますようがん
ばっていきたいと思います。
　事務局書記ともども、よろしくお願いいたします。

議 長 佐々木　康　雄
副 議 長 北　川　和　利

常
任
委
員
会

総務産業建設 ◎ 西澤　清正 ○ 前田　広幸 西山　　勝 鈴木　勉市 西村　雄三
文 教 民 生 ◎ 今村 恵美子 ○ 北川　和利 高橋　　彰 西澤　博一 佐々木 康雄 河合　　勇

予 算 決 算 ◎ 西山　　勝 ○ 鈴木　勉市 高橋　　彰 前田　広幸 北川　和利 西澤　博一 西澤　清正
西村　雄三 佐々木 康雄 河合　　勇 今村 恵美子

議会広報委員会 ◎ 西澤　博一 ○ 鈴木　勉市 前田　広幸 北川　和利 西澤　清正 今村 恵美子
議会運営委員会 ◎ 西山　　勝 ○ 西澤　博一 北川　和利 西澤　清正 今村 恵美子
議会選出監査委員 西　澤　博　一
※上欄の◎印は委員長、○印は副委員長

平成27年6月5日現在豊 郷 町 議 会 構 成

予算決算常任委員会報告
予算決算常任委員長　西山　勝

新任あいさつ
（議会事務局長 角田 清武）

　４月26日の豊郷町議会議員補欠選挙に
おいて初当選させていただき、ありがとう
ございます。
　長年町職員として培った経験を生かし、
安心して暮らせる豊郷町を目指して、町の

発展と福祉の向上に努めてまいりたいと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。 　高橋　彰 議員

あいさつ

豊郷町立豊日中学校ランチルーム  給食視察研修を実施
平成27年5月25日（月）

　高畑校長・大和教頭より学校教育目標・給食状況等につ
いて説明を受けました。中学校での給食が4月13日より開始
され、2ヶ月を迎えます。生徒数は1年生80名、2年生65名、3
年生78名の計223名、教職員33名を合わせると合計256名
分の給食が準備されます。4校時が終わりランチルームに移
動すると既に自分の席に給食がセッティングされています。
　学校生活のなかで友達や先生と食べる楽しさ、おいしい
食事をとる喜び、新たな味覚と出会う驚きなどを体験できる
場であり、「生きる力」を育成していく場となり、「食」をとおし
て、日々 学校生活の中で気づかなかったことが発見できると
感じました。
学校給食の7つの目標
①健康な体づくり
②望ましい食生活の学習
③助け合い、協力しあって楽しい給食

④自然の恵みに感謝する心
⑤働く人たちに感謝する心
⑥地域の食を知り、未来に伝える
⑦食を通して社会のしくみを知る
　7つの目標を通して、「食べ方を見れば、その人がわかる」
と言われるほど、食べ方や食事のマナーは大切です。
　「食」は豊かな人間性を育むための重要な要素の1つで
あり、食を通して得た楽しさ、喜びを契機として学習の向上・
学力の向上にできる機会になればと思っています。

視察の結果視察の結果
① 各学校には、保湿性に優れた二重食缶で適度な湿度を
保った給食を届けるとなっておりますが、「給食が冷めてい
る」のが嫌だとの現場の声を聞くことがあります。毎日約260
食の準備は時間がかかり、冷めてしまうことも当然であろうと
思いますが、改善策の検討をする必要があると考えます。
② 希望調査をもとに、ご飯の量を（大盛・並・小盛）で対応さ
れている。
③ 給食献立に基づいて、生徒が前に出て献立の内容を説
明する取り組みは、学習力の向上になると感じました。

多可町での視察研修広報委員会編集会議
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議 決 の 結 果

委 員 会 等 の 出 欠 状 況

○＝賛成　×＝反対

平成27年６月
豊郷町議会定例会

議　　員　　名
結果高

橋
前
田

西
山

北
川

西
澤
博

鈴
木

西
澤
き

西
村

佐
々
木

河
合

今
村

議第33号 専決処分につき承認を求めることについて
（豊郷町税条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ⊠ ○ ○ × × 承認

議第34号 専決処分につき承認を求めることについて
（豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議第35号 専決処分につき承認を求めることについて
（平成26年度豊郷町一般会計補正予算（第７号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 承認

議第36号 専決処分につき承認を求めることについて
（平成26年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議第37号 専決処分につき承認を求めることについて
（平成26年度豊郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議第38号 専決処分につき承認を求めることについて
（平成26年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第５号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議第39号 専決処分につき承認を求めることについて
（平成26年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議第40号 平成26年度豊郷町一般会計繰越明許費繰越計算書について ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告
議第41号 豊郷町税条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ⊠ ○ ○ × × 可決
議第42号 豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ⊠ ○ ○ × × 可決
議第43号 豊郷町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議第44号 豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議第45号 豊郷町職員定数条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議第46号 豊郷町個人情報保護条例の一部を改正する条例案 ○ ○ ○ ○ ○ ⊠ ○ ○ × × 可決
議第47号 平成27年度豊郷町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議第48号 平成27年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ◎ ◎ × ○ ○ ○ ⊠ 可決
請願第1号 年金の「マクロ経済スライド」発動中止の意見書採択を求める請願 × × × × × ○ × × × ◎ 不採択

請願第2号
＜国会に提出された「国際平和支援法案」及び「平和
安全法制整備法案」は徹底審議の上、廃案にすること
を求める意見書を国に提出してほしい旨の請願＞

× × × × × ◎ × × ○ ○ 不採択

意見書第1号「安全保障法制」に関わる意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × 可決
意見書第2号「安全保障法制」に関する意見書（案） ○ × × × × ◎ × ○ × ○ ○ 否決

平成27年７月
豊郷町議会臨時会

議　　員　　名
結果高

橋
前
田

西
山

北
川

西
澤
博

鈴
木

西
澤
き

西
村

佐
々
木

河
合

今
村

議第49号 豊郷町監査委員の選任につき同意を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
議第50号 契約の締結につき議決を求めることについて

≪豊郷町立小中学校ICＴ環境整備事業請負契約について≫ 〇 〇 〇 〇 ◎ × 〇 〇 〇 ⊠ 可決

議第51号 平成27年度豊郷町一般会計補正予算(第２号) 〇 〇 〇 〇 〇 棄権 〇 〇 × 棄権 可決
（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、⊠は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）

日付 会　　議
議　　員　　名

高
橋

前
田

西
山

北
川

西
澤
博

鈴
木

西
澤
き

西
村

佐
々
木

河
合

今
村

5月28日 　議会議員全員協議会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月 5 日 　第２回定例会（開会） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月 9 日 　第２回定例会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月10日 　総務産業建設常任委員会 ̶ 出 出 ̶ ̶ 出 出 出 ̶ ̶ ̶
6月11日 　文教民生常任委員会 出 ̶ ̶ 出 出 ̶ ̶ ̶ 出 出 出
6月12日 　予算決算常任委員会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月19日 　第２回定例会（再開） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月19日 　総務産業建設常任委員会 ̶ 出 出 ̶ ̶ 出 出 出 ̶ ̶ ̶
7月14日 　議会議員全員協議会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
7月14日 　第２回臨時会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
注１　「出」は出席、「欠」は欠席です。　　　注２　委員会は、所属する委員のみあらわしており、「̶」は出席の必要はありません。
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常
任
委
員
会
の
報
告

常
任
委
員
会
の
報
告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
6月10日

　

議
第
33
号　

専
決
処
分
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
豊
郷
町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

の
審
議
で
は
、附
則
第
11
条

で
３
年
度
ご
と
の
区
切
り
と

な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、

軽
自
動
車
税
の
特
例
に
つ

い
て
安
く
な
る
の
は
な
ぜ
か
、

今
回
の
改
正
は
軽
自
動
車
の

税
率
が
上
が
る
と
い
う
改
正

な
の
か
、な
ど
が
質
疑
さ
れ

ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、反
対
討
論

が
あ
り
、賛
成
多
数
で
承
認

し
ま
し
た
。

反
対
討
論（
鈴
木
）

採
決
結
果（
可
３

－

否
１
）

　

議
第
34
号　

専
決
処
分
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
豊
郷
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）の
審
議
で
は
、後

期
高
齢
者
支
援
金
・
介
護
納

全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

議
第
38
号　

専
決
処
分
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
平
成
26
年
度
豊
郷

町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
5
号
））の
審
議

で
は
、

　

弁
護
士
費
用
の
減
額
の
理

由
、流
域
下
水
道
費
の
減
額

理
由
に
つ
い
て
、未
加
入
者

へ
の
啓
発
に
つ
い
て
な
ど
が

質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

付
金
の
課
税
額
の
上
限
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
が
対
象
者
は

何
人
か
、実
質
は
保
険
税
が

上
が
る
の
か
、な
ど
が
質
疑

さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　　

議
第
37
号　

専
決
処
分
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
平
成
26
年
度
豊
郷

町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
））の
審

議
で
は
、

　

歳
入
に
お
い
て
は
、新
規

加
入
者
負
担
金
の
増
額
理
由
、

今
年
度
の
見
込
み
は
ど
う
か
、

衛
生
費
国
庫
補
助
金
の
減
額

理
由
に
つ
い
て
、

　

歳
出
に
お
い
て
は
、一
般

管
理
費
で
年
度
末
の
積
立
金

の
額
は
い
く
ら
か
、公
課
費

の
減
額
理
由
に
つ
い
て
な
ど

が
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

　

議
第
41
号　

豊
郷
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
の
審
議
で
は
、

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
準

備
の
た
め
の
改
正
か
、な
ど

が
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、反
対
討
論

が
あ
り
、賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

反
対
討
論（
鈴
木
）

採
決
結
果（
可
３

－

否
１
）

　

議
第
42
号　

豊
郷
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
の
審
議
で

は
、質
疑
は
な
く
、反
対
討
論

が
あ
り
、賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

反
対
討
論（
鈴
木
）

採
決
結
果（
可
３

－

否
１
）

　

議
第
45
号　

豊
郷
町
職
員

定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
の
審
議
で
は
、改

正
案
で
全
体
と
し
て
増
え
た

3
名
の
内
訳
に
つ
い
て
、定

め
ら
れ
た
定
数
は
何
名
か
、

な
ど
が
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
第
46
号　

豊
郷
町
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
の
審
議
で
は
、

改
正
の
概
略
に
つ
い
て
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
関
連
し

て
番
号
の
管
理
は
ど
こ
が
行

う
の
か
な
ど
が
質
疑
さ
れ
ま

し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、反
対
討
論

が
あ
り
、賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

反
対
討
論（
鈴
木
）

文
教
民
生
常
任
委
員
会
6月11日

　

議
第
36
号　

専
決
処
分
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
平
成
26
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
4

号
））の
審
議
で
は
、歳
出
で

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

に
つ
い
て
、伸
び
率
が
異
常

に
高
い
が
要
因
は
何
か
、高

額
医
療
費
の
傾
向
に
つ
い
て
、

特
定
健
診
の
委
託
料
減
額
補

正
に
つ
い
て
、高
齢
者
は
増

え
て
い
る
の
に
減
額
と
な
る

の
は
何
故
か
、健
診
受
診
者

が
少
な
い
原
因
は
何
か
、未

受
診
者
の
追
跡
調
査
は
行
っ

て
い
る
の
か
、受
診
の
項
目

が
減
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
、

受
診
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
は
ど
う
か
、保
健

事
業
費
の
実
績
が
当
初
予
算

と
比
較
し
て
減
っ
て
い
る
理

由
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ

ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

議
第
39
号　

専
決
処
分
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
平
成
26
年
度
豊

採
決
結
果（
可
３

－

否
１
）

　

請
願
第
１
号　

年
金
の

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」発

動
中
止
の
意
見
書
採
択
を
求

め
る
請
願
の
審
議
で
は
、法

律
で
既
に
決
ま
っ
て
い
る
の

か
な
ど
が
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、賛
成
討
論

が
あ
り
、賛
成
少
数
で
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論（
鈴
木
）

採
決
結
果（
可
１

－

否
３
）
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
6月12日

は
訪
問
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
は
入
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま

し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、反
対
討
論
・

賛
成
討
論
が
あ
り
、賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論（
今
村
）

賛
成
討
論（
西
澤
博
一
）

採
決
結
果（
可
４

－

否
１
）

　

議
第
35
号　

 

専
決
処
分

に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
平
成
26
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
））の
審
議
で
は
、

後
の
売
却
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、

歳
入
に
お
い
て
中
学
校
給
食

費
に
つ
い
て
配
膳
員
は
何
名

で
何
時
間
勤
務
か
、

　

歳
出
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
公

園
施
設
費
は
入
札
残
か
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、賛
成
討
論

が
あ
り
、全
員
賛
成
で
承
認

し
ま
し
た
。

賛
成
討
論（
今
村
）

　

議
第
47
号 

平
成
27
年
度

豊
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）の
審
議
で
は
、

　

総
務
企
画
課
に
お
い
て
は
、

歳
入
に
お
い
て
学
校
教
育
施

設
整
備
基
金
繰
入
金
の
残
金

は
い
く
ら
か
、

　

歳
出
で
は
、企
画
費
の
消

耗
品
は
何
か
、地
域
づ
く
り

推
進
事
業
費
の
概
要
に
つ
い

て
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
課
で
は
、臨
時

福
祉
給
付
金
の
今
年
度
事
業

の
予
定
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ

ま
し
た
。

　

産
業
振
興
課
に
お
い
て
は
、

歳
入
に
お
い
て
経
営
開
始
型

青
年
就
農
給
付
金
事
業
補
助

金
の
予
算
は
26
年
度
補
正
で

振
り
替
え
た
が
人
数
は
変
わ

ら
な
い
の
か
、

　

歳
出
で
は
、農
地
費
の
円

の
腰
池
・
竹
の
尻
池
の
場
所

は
ど
こ
か
な
ど
が
質
疑
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
権
政
策
課
で
は
、三
ツ

池
老
人
憩
の
家
管
理
費
の
修

繕
内
容
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、小
学

校
費
の
需
用
費
と
備
品
購
入

費
の
概
要
に
つ
い
て
、学
校

整
備
費
の
財
源
の
振
替
に
つ

い
て
な
ど
が
質
疑
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
会
事
務
局
で
は
、備
品

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
4
号
））の

審
議
で
は
、歳
入
で
は
、調
整

交
付
金
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
、給
付
費
地
域
支
援
事
業

財
源
補
て
ん
緊
急
措
置
繰
入

金
に
つ
い
て
、繰
り
入
れ
を

行
っ
た
経
過
、一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
分
は
償
還
対

象
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、修
正
議
決
さ
れ
下
げ
ら

れ
た
介
護
保
険
料
は
誰
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
な

ど
の
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

議
第
43
号　

豊
郷
町
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
の
審
議
で
は
、

国
民
健
康
保
険
法
第
72
条
の

4
が
5
に
改
正
さ
れ
る
理
由
、

低
所
得
者
の
法
定
軽
減
世
帯

の
保
険
料
に
も
反
映
さ
れ
る

の
か
、な
ど
に
つ
い
て
質
疑

さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
第
44
号　

豊
郷
町
介
護

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
の
審
議
で
は
、公

費
助
成
分
の
町
負
担
割
合
の

１
／
４
は
、負
担
金
の
割
合

12
・
５
％
に
含
ま
れ
る
の
か

な
ど
が
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
第
48
号　

平
成
27
年
度

豊
郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）の

審
議
で
は
、歳
入
で
は
第
1

号
被
保
険
者
保
険
料
の
普
通

徴
収
分
と
特
別
徴
収
分
の
人

数
は
何
人
か
、介
護
保
健
事

業
費
補
助
金
の
内
容
に
つ
い

て
、そ
の
他
一
般
会
計
繰
入

金
の
事
務
費
繰
入
金
の
減
額

の
理
由
は
、低
所
得
者
へ
の

保
険
料
の
軽
減
は
一
般
会
計

か
ら
考
え
て
い
な
い
の
か
、

財
政
安
定
化
基
金
貸
付
金
は
、

一
人
あ
た
り
い
く
ら
の
保
険

料
に
な
る
の
か
な
ど

　

歳
出
で
は
、今
年
度
の
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
に

　

税
務
課
関
係
の
質
疑
で
は
、

歳
入
に
お
い
て
、た
ば
こ
税

の
減
額
の
理
由
に
つ
い
て

　

歳
出
で
は
、賦
課
徴
収
費

の
減
額
の
理
由
と
な
ぜ
早
い

段
階
で
減
額
し
な
か
っ
た
の

か
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
務
企
画
課
に
お
い
て
は
、

歳
入
に
お
い
て
、利
子
割
交

付
金
の
減
額
理
由
、配
当
割

交
付
金
・
株
式
等
譲
渡
所
得

割
交
付
金
の
増
額
理
由
、地

域
の
元
気
基
金
繰
入
金
減
額

の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
、

　

歳
出
で
は
、臨
時
職
員
の

共
済
費
・
賃
金
の
減
額
理
由
、

防
犯
灯
設
置
事
業
費
補
助
金

の
減
額
理
由
と
専
決
処
分
で

減
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
費
の

減
額
理
由
、選
挙
費
委
託
料

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
が
減
っ
た
の
か

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま

し
た
。

　

医
療
保
険
課
で
は
、介
護

保
険
の
不
足
が
わ
か
っ
た
時

期
は
い
つ
か
な
ど
が
質
疑
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
整
備
課
で
は
、屋
外

広
告
許
可
手
数
料
は
ど
う

い
っ
た
広
告
が
対
象
と
な
る

の
か
、な
ど
が
質
疑
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
政
策
課
で
は
、不
動

産
売
払
収
入
で
売
却
さ
れ
た

場
所
と
単
価
に
つ
い
て
、今
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総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
6月19日

　

請
願
第
２
号　

 

〈
国
会
に

提
出
さ
れ
た「
国
際
平
和
支

援
法
」及
び「
平
和
安
全
法
制

整
備
法
案
」は
徹
底
審
議
の

上
、廃
案
に
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し

て
ほ
し
い
旨
の
請
願
〉、

　

意
見
書
第
１
号 

「
安
全
保

障
法
制
」に
関
わ
る
意
見
書

（
案
）、

　

意
見
書
第
２
号 

「
安
全
保

障
法
制
」に
関
す
る
意
見
書

（
案
）

に
つ
い
て
、関
連
が
あ
る
た

め
一
括
で
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

審
議
で
は
、意
見
書
第
1

号
・
2
号
に
つ
い
て
、委
員
よ

り
要
望
事
項
は
同
じ
な
の
で

2
つ
を
合
わ
せ
て
提
出
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ

り
ま
し
た
が
、第
1
号
の
提

案
者（
西
澤
博
一
議
員
）か
ら

は
、第
2
号
の
内
容
に
つ
い

て
納
得
で
き
て
い
な
い
た
め

修
正
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
。

第
2
号
の
提
案
者（
今
村
議

員
）か
ら
は
、自
分
の
意
見
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ら
修
正

に
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
と

い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
委
員
か
ら
、1
号
・
2
号

の
意
見
書
は
目
的
は
同
じ
だ

が
内
容
が
違
う
も
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、請
願
第
2

号
は
賛
成
討
論
が
あ
り
、賛

成
少
数
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論（
鈴
木
）

採
決
結
果（
可
１

－
否
３
）

　

意
見
書
第
1
号
は
、討
論

な
く
、可
否
同
数
の
た
め
委

員
長
裁
決
で
可
決
と
し
ま
し

た
。

採
決
結
果（
可
３

－

否
２
）

　

意
見
書
第
2
号
は
、賛
成

討
論
が
あ
り
、可
否
同
数
の

た
め
委
員
長
裁
決
で
否
決
と

し
ま
し
た
。

賛
成
討
論（
鈴
木
）

採
決
結
果（
可
２

－

否
３
）

「安全保障法制」に関わる意見書

　わが国の防衛は、主として自衛隊と日米安保条約に基づく米軍との二つの実力組織によって
確保されている。
　現在、国会で議論されている「国際平和支援法案」と「平和安全整備法案」は議論が進むに
つれ、さまざまな問題点が浮き彫りとなっている。日本は、戦後70年、憲法9条によって、平
和で安全な国として今日にあります。また、経済大国として色々な面で国際貢献を果たしてき
た国である事は多くの国々から評価をえていると思われる。しかし、今政府が進めている「安
全保障法制」の「新3要件」は国民の平和、財産、幸福追求権を満たしているのか考えなけれ
ばならない。豊郷町は恒久平和宣言の町であり、国民の理解をえられるまで慎重な議論を行う
べきである。
　よって、次の事項を強く要請します。

　①「平和安全法制」関連法案は、国民の理解をえられる様に慎重に議論を尽くすべきである。
　②決して強行採決はさけるべきである。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成27年６月19日

内閣総理大臣　殿
衆議院議長　　殿
参議院議長　　殿

滋賀県犬上郡豊郷町議会　　

購
入
費
の
概
要
に
つ
い
て
質

疑
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、討
論
な
く
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
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ズバリ！
　　 町政を問う

６月定例会一般質問

●河合　　勇 議員
通学合宿の受付は ………………………………………… ９P

●北川　かずとし 議員
第６期介護保険の運営は ………………………………… 10P

●鈴木　べんいち 議員
日栄小の教室不足解消を早急に！ ……………………… 11P

戦後70年、さらなる平和への取り組みを

●西澤　きよただ 議員
「品確法とその関連法」改正の対応は …………………… 12P

●西村　雄三 議員
地方創生の対応は ………………………………………… 13P

定住自立圏の現在の状況は

●今村　恵美子 議員
高齢者の医療、介護サービスの充実を ………………… 14P

●西澤　博一 議員
情報公開の運用現状は …………………………………… 15P
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河合　勇 議員

通
学
合
宿
の
受
付
は

募
集
方
法
を
見
直
し
、今
後
も
事
業
を
実
施

豊
小
・
日
栄
小

の
５
・
６
年
生

の
児
童
を
対
象
に
参
加
者

募
集
を
し
て
い
ま
す
が
、

募
集
に
つ
い
て
今
ま
で
に

何
ら
苦
情
等
は
な
か
っ
た

の
か
。
ま
た
こ
の
制
度
は

い
つ
頃
か
ら
始
ま
り
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
の

か
。

社
会
教
育
課
長

過
去
５
年

間
苦
情
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
申

込
者
が
殺
到
し
、
窓
口
の

対
応
の
不
備
を
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
は
お
詫
び
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
職
員
・

関
係
者
の
中
で
協
議
を

し
、
９
月
に
２
回
目
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。な
お
、

選
考
は
抽
選
で
行
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
共
同
で
生

質
問

活
す
る
技
能
や
自
立
心
を

高
め
、
親
や
家
族
、
仲
間

の
大
切
さ
に
気
づ
く
機
会

の
提
供
を
目
的
と
し
て
、

平
成
18
年
７
月
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
現
状
の
体
制
で

事
業
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

再
質
問
今
年
は
確
実
に

私
が
電
話
を
入

れ
た
の
で
、
苦
情
は
あ
っ

た
は
ず
。
申
込
日
の
早
朝

に
順
番
を
取
り
に
行
っ
た

保
護
者
か
ら
、
前
に
４
、

５
人
し
か
並
ん
で
い
な

か
っ
た
の
に
、
自
分
の
前

で
締
め
切
ら
れ
た
と
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
定

員
が
20
名
で
先
着
順
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
に
担
当
課
に
電
話

を
入
れ
、
１
人
の
方
が
ま

と
め
て
持
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
確
認
を

し
ま
し
た
。
そ
の
際
課
長

に
、
応
募
方
法
に
は
１
人

と
書
い
て
い
ま
せ
ん
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

仲
の
い
い
お
子
さ
ん
の

分
を
ま
と
め
て
持
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
で
は
交
流
に
な
ら
な

い
。

　

今
年
の
応
募
人
数
と
、

何
人
で
打
ち
切
っ
た
の

か
。

　

人
数
が
オ
ー
バ
ー
し
た

ら
抽
選
な
ど
改
善
を
す
る

気
は
あ
る
の
か
、
答
弁
を

求
め
ま
す
。

社
会
教
育
課
長

定
員
20
名

に
対
し
て
、

42
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
期
間
を
設
け

て
投
函
し
て
い
た
だ
き
、

後
ほ
ど
抽
選
す
る
方
法
が

よ
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

　夕食準備　

　宿題・自主学習　
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北川 かずとし 議員

第
６
期
介
護
保
険
の
運
営
は

第
6
期
、第
7
期
へ
の
影
響
を
憂
慮

平
成
27
年
３
月

定
例
会
に
お
い

て
、今
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
料
が
6
，0
0
0
円

か
ら
5
，2
0
0
円
に
修

正
議
決
さ
れ
た
が
、第
６

期
が
始
ま
り
、今
年
度
、ま

た
今
後
介
護
保
険
事
業
の

運
営
に
影
響
は
な
い
の

か
、答
弁
を
。

医
療
保
険
課
長

第
６
期
の

保
険
料
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
率
は

町
介
護
保
険
事
業
計
画
に

定
め
る
介
護
給
付
等
対
象

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
等

に
基
づ
い
て
算
定
し
た
保

険
給
付
に
要
す
る
費
用
の

予
想
額
、
県
か
ら
の
借
入

金
の
償
還
費
用
の
予
定

額
、
地
域
支
援
事
業
及
び

保
健
福
祉
事
業
に
要
す
る

費
用
の
予
定
額
、
第
１
号

質
問

被
保
険
者
の
所
得
の
分
布

状
況
・
見
通
し
や
国
庫
負

担
の
額
等
に
照
ら
し
、
３

年
を
通
じ
て
財
政
の
均
衡

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

今
年
度
に
入
り
、
さ
ら
に

高
い
請
求
額
を
示
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
修
正
に
よ

り
減
額
さ
れ
た
保
険
料
８

０
０
円
の
差
額
で
請
求
額

を
算
定
す
る
と
、
月
額
で

６
２
０
万
円
程
度
の
不
足

に
な
る
と
推
計
さ
れ
ま

す
。
第
６
期
の
運
営
及
び

第
７
期
へ
の
影
響
を
大
変

憂
慮
し
て
い
ま
す
。

再
質
問
3
年
前
に
第
5

期
の
介
護
保
険

料
４
，９
８
０
円
を
４
，６

８
０
円
に
減
額
修
正
を
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、基
金

の
取
り
崩
し
が
約
１
，８

０
０
万
円
、借
入
が
約
７

６
０
万
円
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、今
回
の
修
正
で

ど
れ
だ
け
の
影
響
が
出
る

の
か
。

医
療
保
険
課
長

第
5
期
の

基
金
の
取

り
崩
し
額
と
県
か
ら
の
借

入
金
を
合
わ
せ
る
と
２
，

６
２
１
万
１
，０
０
０
円

の
影
響
が
出
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

第
６
期
に
お
い
て
の
基

金
の
保
有
状
況
は
ゼ
ロ

で
、
今
年
度
の
影
響
額
は

財
源
不
足
分
の
専
決
補
正

を
し
た
緊
急
措
置
借
入
れ

７
７
２
万
１
，０
０
０
円
、

今
回
補
正
分
の
１
，
４
６

４
万
８
，
０
０
０
円
、
他

で
約
２
，
３
０
０
万
程
度

の
影
響
が
で
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

他
に
次
の
質
問
を
し
ま

し
た
。

・ 

認
知
症
予
防
対
策
に
つ

い
て

・ 

灌
漑
揚
水
場
の
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
に
つ

い
て

第６期介護保険事業計画
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鈴木 べんいち 議員

日
栄
小
の
教
室
不
足
解
消
を
早
急
に
！

戦
後
70
年
、さ
ら
な
る
平
和
へ
の
取
り
組
み
を

建
設
に
向
け
着
手
し
た
い

具
体
化
を
計
画
中　

日
栄
小
学
校
の

教
室
が
不
足
す

る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
問
題
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
を
早
急
に
具

体
化
す
る
事
を
求
め
る
。

教
育
次
長

平
成
28
年
度

か
ら
教
室
が

不
足
す
る
事
が
判
明
し
、

早
急
に
教
室
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
教
室
の
増
改
築

に
向
け
て
、
今
、
そ
の
場

所
を
教
育
委
員
会
で
協
議

を
重
ね
て
い
る
。

再
質
問
こ
の
問
題
は
、

昨
年
12
月
議
会

の
予
算
決
算
委
員
会
に
お

け
る
私
の
質
疑
の
中
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。
3
月
議

会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
で

も
、
議
会
答
弁
で
も
、「
平

成
30
年
度
か
ら
不
足
す

質
問

る
。」
と
の
事
で
あ
っ
た

が
、（
資
料
、
答
弁
が
）

な
ぜ
、
間
違
っ
て
い
た
の

か
。

教
育
長
昨
年
の
10
月
末

の
推
計
で
は
、
30

年
度
か
ら
の
不
足
に
備
え
、

増
築
か
仮
設
か
を
じ
っ
く

り
考
え
て
い
け
ば
と
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
予
想

を
超
え
る
宅
地
開
発
が
進

み
転
入
者
も
増
え
、
も
う

一
度
、
住
民
課
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
判
明
し
た
。
細

か
く
入
学
者
の
確
認
を
し

て
こ
な
か
っ
た
事
を
お
詫

び
し
た
い
。

再
々
質
問
来
年
の
4
月

に
間
に
合
わ

せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
9
月

議
会
で
審
議
し
て
い
て
は

間
に
合
わ
な
い
。
臨
時
議

会
を
開
い
て
で
も
緊
急
に

対
応
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長

臨
時
（
議
会
）
の

事
も
考
え
て
い
る
。

建
設
に
向
か
っ
て
着
手
し

た
い
。

日栄小学校

質
問

私
は
、
昨
年
9

月
議
会
で
「
住

民
や
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
平
和
な
世
界
を
築
く
た

め
の
取
り
組
み
を
具
体
化

し
て
は
。」
と
質
問
。
9

月
の
隣
保
館
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
、
12
月
の
人
権
週
間

に
お
い
て
、
そ
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
多
く
の
町
民

が
鑑
賞
し
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
今
年
は
戦

後
70
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
平
和
へ
の

取
り
組
み
を
求
め
る
。

人
権
政
策
課
長

ご
指
摘

の
通
り
、

今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目

の
年
で
あ
り
、
町
と
し
て

平
和
の
尊
さ
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
人
類
の
恒

久
平
和
を
実
現
す
る
た
め

の
取
り
組
み
が
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

「
平
和
へ
の
思
い　

Ｉ
Ｎ  

２
０
１
５
」
と
題
し
て
、

写
真
の
紹
介
な
ど
の
取
り

組
み
を
計
画
中
で
す
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西澤 きよただ 議員

「
品
確
法
と
そ
の
関
連
法
」改
正
の
対
応
は

今
後
も
適
切
に
対
応
す
る

イ
ン
フ
ラ
等
の

品
質
確
保
と
担

い
手
確
保
を
目
的
と
し

て
、
公
共
工
事
の
基
本
と

な
る
「
品
確
法
」
を
中
心

に
、
密
接
に
関
係
す
る

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」、「
建
設
業

法
」
が
改
正
さ
れ
た
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
答
弁
を

求
め
る
。

① 

法
律
の
改
正
を
踏
ま
え

た
今
後
の
取
り
組
み

は
。

② 

入
札
制
度
に
お
い
て
、

地
元
業
者
の
地
域
へ

の
貢
献
度
を
ど
う
認
識

し
、
反
映
さ
せ
て
い
る

の
か
。

③ 

入
札
に
お
い
て
、
人
手

不
足
や
資
材
費
・
労
務

単
価
の
上
昇
な
ど
、
情

勢
の
変
化
に
対
応
で
き

質
問

て
い
る
の
か
。

④ 

地
元
企
業
の
公
共
工
事

受
注
機
会
の
確
保
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

⑤ 

豊
郷
町
に
お
い
て
の

「
歩
切
り
」
の
実
態
は
。

⑥ 

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

副
町
長

①
最
新
の
労
務

　

単
価
や
資
材

単
価
を
使
用
し
、
適
切

な
予
定
価
格
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ

ン
ピ
ン
グ
の
防
止
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

　

 　

今
後
も
引
き
続
き
、

公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化
を
図
る

た
め
の
措
置
に
関
す
る

指
針
に
沿
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

② 

工
事
等
の
業
者
選
定
に

は
地
域
貢
献
や
町
内
業

者
育
成
等
に
つ
い
て
総

合
的
な
審
査
を
行
い
、

参
加
基
準
へ
の
考
慮
を

行
っ
て
い
ま
す
。

③ 

入
札
に
係
る
工
事
等
の

積
算
は
、
国
、
県
等
の

請
負
工
事
標
準
歩
掛
、

設
計
標
準
歩
掛
、
積

算
指
針
等
に
基
づ
い
て

行
っ
て
お
り
、
現
場
の

施
工
と
乖
離
し
て
い
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
積
算
に
は

専
門
性
を
有
す
る
場
合

に
は
、
設
計
業
者
等
へ

の
業
務
委
託
を
し
て
い

ま
す
。
入
札
時
に
は
適

正
に
入
札
価
格
に
反
映

し
、実
施
し
て
い
ま
す
。

④ 

②
で
お
答
え
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

⑤ 

本
町
で
は
歩
切
り
に
よ

る
予
定
価
格
の
設
定
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

⑥ 

入
札
金
額
の
投
函
時

に
、
入
札
業
者
か
ら
積

算
内
訳
書
を
あ
わ
せ
て

町民体育館

投
函
い
た
だ
く
こ
と
で

ダ
ン
ピ
ン
グ
の
受
注
防

止
の
一
環
と
し
て
執
行

し
て
い
ま
す
。
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西村 雄三 議員

地
方
創
生
の
対
応
は

定
住
自
立
圏
の
現
在
の
状
況
は

創
生
会
議
で
取
り
組
む

地
域
連
携
に
よ
る
経
済
圏
形
成
等
を
促
進

3
月
議
会
で
地

方
創
生
に
つ
い

て
の
取
組
を
質
問
し
た

が
、
そ
の
時
補
正
予
算

で
対
応
す
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
地
域
振
興
券
を
商
工
会

を
通
じ
て
発
行
さ
れ
た
の

は
町
民
の
皆
様
並
び
に
商

工
会
の
皆
様
に
大
変
恩
恵

を
与
え
ら
れ
て
結
構
で
す

が
、
各
々
の
努
力
で
創
生

を
図
り
当
町
の
発
展
に
寄

与
す
る
政
策
と
は
ち
ょ
っ

と
意
味
が
違
う
と
思
う
。

当
町
で
事
業
を
し
て
自
立

す
る
人
、
又
法
人
組
織
を

設
立
し
て
企
業
の
発
展
を

期
す
る
人
を
応
援
す
る
政

策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

答
弁
を
。

総
務
企
画
課
長

地
方
創
生

は
5
年
間

質
問

質
問

湖
東
定
住
自
立

圏
を
平
成
22
年

度
か
ら
開
始
し
早
や
5
年

に
な
る
の
で
す
が
、
生
活

機
能
の
強
化
に
係
る
政
策

分
野
、
結
び
つ
き
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
に
係
る
政

策
分
野
、
圏
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
の
強
化
に
係
る

政
策
分
野
、
の
3
大
項
目

が
あ
り
１
市
4
町
で
鋭
意

努
力
し
て
取
り
組
ん
で
頂

い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成

果
と
反
省
並
び
に
今
後
の

課
題
は
ど
う
か
。

総
務
企
画
課
長
26
年
が
５

年
間
の
事

業
計
画
の
最
終
年
度
で
す
。

取
組
の
進
捗
状
況
や
課
題

を
整
理
し
て
26
年
度
12
月

議
会
で
協
定
書
変
更
又
削

の
総
合
戦
略
を
策
定
、
故

に
創
生
会
議
を
設
置
す
る

事
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
関
係
機
関
の
方
に

入
っ
て
頂
き
検
討
な
り
研

究
、
議
論
を
し
て
頂
い
て

計
画
を
作
る
。
当
メ
ン

バ
ー
は
5
年
目
に
事
業
の

評
価
を
行
う
の
が
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
の

創
生
法
の
条
文
に
出
て
き

ま
す
の
で
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

除
等
に
よ
り
実
行
力
の
あ

る
取
組
を
す
る
為
整
理
し

て
変
更
議
決
を
頂
い
た
も

の
で
す
。

再
質
問
1
市
4
町
で
な

い
と
で
き
な
い

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
項
目
に

入
れ
る
べ
し
、
道
路
環
境

が
非
常
に
悪
い
、
当
項
目

を
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
入
れ

て
進
捗
す
べ
き
、
又
ゴ
ミ

処
理
の
強
化
の
調
整
事
業

も
検
討
し
て
頂
い
て
い
ま

す
が
、
も
っ
と
早
く
実
行

に
移
す
努
力
を
願
い
た
い
。

定住自立圏の会議
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今村 恵美子 議員

高
齢
者
の
医
療
、介
護
サ
ー
ビ
ス
充
実
を

各
制
度
に
対
す
る
町
の
見
方
は
違
う

新
聞
調
査
に
よ

る
２
０
１
３
年

の
全
国
１
７
４
１
市
区
町

村
の
住
民
一
人
当
た
り
の

平
均
所
得
で
、
豊
郷
町
は

２
５
８
万
３
，
０
０
０
円

で
す
。
全
国
ラ
ン
ク
１
０

４
９
位
、
滋
賀
19
市
町
中

最
下
位
で
し
た
。

　

こ
の
実
態
か
ら
、
特
に

高
齢
者
に
対
し
て
医
療
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
町
支
援

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
４

点
、
町
支
援
を
提
案
し
ま

す
が
答
弁
を
求
め
ま
す
。

① 

70
歳
〜
74
歳
ま
で
の
医

療
費
窓
口
負
担
は
１
割

に
す
る

② 

町
の
保
健
師
を
増
員
し
、

生
活
保
護
世
帯
や
貧
困

高
齢
世
帯
の
健
康
指
導

を
拡
充
す
る

③ 

介
護
保
険
の
利
用
料
に

対
す
る
町
独
自
助
成
を

質
問

す
る

④ 

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

す
る
た
め
、
町
一
般
会

計
や
支
援
金
を
活
用
す

る
医
療
保
険
課
長

①
一
部
の

低
所
得
者

向
け
の
福
祉
医
療
制
度

も
あ
り
、
全
体
で
窓
口

１
割
負
担
に
す
る
町
支

援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

② 

本
年
度
か
ら
保
健
師
１

名
増
員
し
ま
し
た
。
そ

し
て
県
と
の
保
健
師
人

事
交
流
で
健
康
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

③ 

本
町
の
介
護
保
険
事
業

の
健
全
な
運
営
を
進
め

る
た
め
、
法
に
基
づ
く

費
用
負
担
を
65
歳
以
上

の
方
に
も
負
担
し
て
い

た
だ
く
考
え
で
す
。

④ 

国
保
会
計
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

よ
る
国
保
税
の
引
き
下

げ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

再
質
問
町
は
、
国
・
県

が
し
な
く
て
も

子
育
て
支
援
施
策
と
し
て

„
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
無
料
化“
を
、
町
一
般

会
計
で
１
，
３
５
７
万
７
，

０
０
０
円
予
算
化
し
て
い

ま
す
。
今
度
は
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
医
療
や
介
護

が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
町

支
援
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

町
に
は
基
金
な
ど
の
財
源

が
あ
り
、
ま
た
、
地
方
自

治
法
や
介
護
保
険
法
か
ら

み
て
も
町
支
援
は
可
能
で

す
。
高
齢
者
が
健
康
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
の
提
案

で
す
が
い
か
が
か
。

町
長

見
方
が
変
わ
る
と

い
ろ
い
ろ
な
見
方

が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
制
度
等
に

つ
い
て
も
見
方
が
違
っ
て

当
た
り
前
だ
と
確
信
い
た

し
ま
し
た
。
以
上
の
と
お

り
で
す
。

豊郷町第６期介護保険料
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西澤 博一 議員

情
報
公
開
の
運
用
現
状
は

条
例
に
基
づ
き
、適
正
に
運
用
し
て
い
る

平
成
16
年
に
豊

郷
町
情
報
公
開

条
例
等
の
整
備
が
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
情

報
公
開
の
申
請
書
が
利
用

可
能
で
す
が
、
手
続
方
法

な
ら
び
に
ど
の
よ
う
な
情

報
が
開
示
で
き
る
の
か
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
図

示
す
る
な
ど
解
り
や
す
い

説
明
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。
個
人
情
報
保
護
に

つ
い
て
も
同
様
に
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

情
報
公
開
条
例
、
個
人
情

報
保
護
条
例
の
趣
旨
・
運

用
等
に
つ
い
て
も
町
長
、

答
弁
を
。

総
務
企
画
課
長

情
報
公
開

条
例
の
目

的
は
、
地
方
自
治
に
即
し

た
町
政
を
推
進
す
る
た
め

質
問

に
、
町
民
の
知
る
権
利
を

尊
重
し
、
町
の
有
す
る
そ

の
諸
活
動
を
町
民
に
説
明

す
る
責
務
を
全
う
す
る
た

め
、
情
報
公
開
の
総
合
的

な
推
進
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
、
町
民
と
の
協

働
に
よ
る
町
政
の
進
展
に

寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
条
例

は
、
個
人
の
権
利
、
利
益

の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て

基
本
的
人
権
の
擁
護
及
び

公
平
化
と
適
正
な
町
政
運

営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
条
例
で
す
。

　

こ
の
両
条
例
に
基
づ

き
、
請
求
が
あ
っ
た
場
合

に
つ
い
て
は
適
正
に
運
用

を
し
て
い
ま
す
。

再
質
問
情
報
公
開
条
例

第
19
条
の
中

で
、
公
文
書
を
検
索
す
る

た
め
の
資
料
を
作
成
し
一

般
の
利
用
に
供
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
情
報
公
開

の
事
務
要
綱
の
中
の
5
条

に
お
い
て
は
、
各
事
務
機

関
が
管
理
す
る
対
象
公
文

書
の
検
索
資
料
を
整
理

し
、
一
般
の
閲
覧
に
供
す

る
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て

お
り
ま
す
。

　

公
文
書
の
公
開
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
開

示
・
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
ま
す
。

総
務
企
画
課
長

毎
年
公
文

書
の
登
録

・
整
理
と
順
次
行
っ
て
い

ま
す
。
一
定
そ
れ
が
終
了

し
た
段
階
で
、
公
文
書
リ

ス
ト
の
公
開
を
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

彦根市役所の情報公開コーナー
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編 

集 

後 

記

－

石
畑
い
け
ば
な
サ
ー
ク
ル

豊
郷
謡
曲
同
好
会

－
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